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技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

※ 

（ １ ） 生 体 認 証 に つ い て  

 生 体 認 証 は 、 指 紋 や 静 脈 な ど 、 人 間 の 一 部 の 特 徴 （  

生 体 情 報 ） を 用 い て 本 人 認 証 を 行 う 技 術 で あ る 。 生 体  

認 証 で は 、 パ ス ワ ー ド よ う に 「 忘 れ る 」 こ と や 、 鍵 の  

よ う に 「 盗 難 」 や 「 紛 失 」 す る こ と が な い た め 、 安 全

か つ 便 利 な 認 証 技 術 で あ る 。  

（ ２ ） 生 体 認 証 の 種 類  

① 指 紋 認 証 ： 手 の 指 紋 を 利 用 し た 認 証 方 式 で あ る 。 指

紋 認 証 で は 、 指 紋 の 分 岐 点 や 終 端 な ど の 特 徴 点 の 位 置

を 利 用 す る マ ニ ュ ー シ ャ 方 式 と 、 指 紋 全 体 を デ ー タ 化

し 照 合 す る パ タ ー ン マ ッ チ ン グ 方 式 と が あ る 。 指 紋 認

証 は 、 導 入 コ ス ト が 安 い 反 面 、 欠 損 や 傷 な ど で 利 用 で

き な い 場 合 が あ る 。  

② 静 脈 認 証 ： 指 や 手 の ひ ら な ど の 静 脈 を 利 用 し た 認 証

方 式 で あ る 。 指 紋 認 証 で は 、 指 紋 認 証 と 同 様 に 、 マ ニ

ュ ー シ ャ 方 式 ま た は 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ 方 式 を 利 用

す る 。 静 脈 認 証 は 、 導 入 コ ス ト が 高 い 反 面 、 欠 損 な ど

で 利 用 で き な い 人 が 少 な い 。  

③ 虹 彩 認 証 ： 眼 球 の 黒 目 部 分 に あ る 虹 彩 を 利 用 し た 認

証 で あ る 。 虹 彩 認 証 は 、 導 入 コ ス ト が 高 い 反 面 、 他 人

受 入 率 が 低 い 。  

④ 顔 認 証 ： 顔 の 目 や 鼻 な ど の 特 徴 を 抽 出 し て 識 別 す る

認 証 方 式 で あ る 。 顔 認 証 は 、 他 の 生 体 認 証 と 比 較 し て

認 証 時 の 負 担 が 少 な い 反 面 、 角 度 や 加 齢 に よ り 認 識 さ

れ な い 場 合 が あ る 。  
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●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

技術部門            部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２－２ 

 

※ 

（ ３ ） 導 入 時 の 留 意 点  

① 生 体 情 報 保 管 場 所 の 検 討  

 生 体 情 報 は 機 密 情 報 に 該 当 す る た め 、 そ の 管 理 に は

十 分 な 配 慮 を 行 う 必 要 が あ る 。 保 管 場 所 の 特 徴 は 以 下

の 通 り 。  

・ 組 織 内 サ ー バ ： 管 理 者 が 一 括 に 管 理 で き 、 責 任 の 所

在 が 明 確 に な る 反 面 、 一 度 に 多 数 の 情 報 が 漏 え い す る

リ ス ク が あ る 。  

・ Ｉ Ｃ カ ー ド な ど ： 一 度 に 多 数 の 情 報 が 漏 え い す る リ

ス ク が 低 い 反 面 、 生 体 認 証 利 用 の た め に 常 に 携 帯 す る

必 要 が あ る 。  

② 登 録 方 法 の 検 討  

・ 管 理 者 が 付 き 添 う 方 法 ： 管 理 者 が 本 人 確 認 を 行 う こ

と で 、 不 正 な 登 録 が 防 止 で き る 。 そ の 反 面 、 利 用 人 数

が 多 い 場 合 は 、 登 録 に か か る 手 間 や コ ス ト が か か る 。  

・ 利 用 者 が 登 録 す る 方 法 ： 運 用 管 理 に か か る 手 間 や コ

ス ト が 抑 え ら れ る 反 面 、 管 理 者 が 本 人 確 認 で き な い リ

ス ク が あ る 。  

③ 代 替 機 能 の 提 案  

 体 質 や 怪 我 な ど で 、 生 体 認 証 が 利 用 で き な い 場 合 も

あ る た め 、 代 替 機 能 の 検 討 を 行 う 。 代 替 機 能 で は 、 以

下 の 点 に 留 意 す る 。  

・ 生 体 認 証 で は 対 応 で き な い 個 人 に も 対 応 で き る 手 段

の 選 択  

・ 生 体 認 証 と 同 等 の 認 証 精 度 の 実 現  


